
[image: image1]
[image: image4.png]



[image: image2.png]


[image: image3.png]


「もしも」の意識で
新潟・下鳥　真緒
　この夏、テレビや新聞で交通事故のニュースをたびたび目にしました。先日は、路肩に止まっていたバスにトラックが追突し、バスに乗っていた運転手と高校生が死亡しました。一瞬で人の人生を変えてしまう交通事故。このようなニュースを目にする度、私は、ひいおばあちゃんのことを思い出すのです。
　私が小学校一年生だった頃。ちょうど今と同じような夏休みのことでした。九十才だったひいおばあちゃんが亡くなりました。ひいおばあちゃんはとても元気で、十月で九十一才になるところでした。

　ある日、ひいおばあちゃんはいつもの習慣で近くの神社へお参りに行きました。神社からの帰り道でゆっくりと歩いていると、バックしてきた介護施設の車にひかれてしまい、救急車で病院へ運ばれましたが、亡くなってしまいました。

　私は、どうしてひかれたのがひいおばあちゃんなのか、ひいた人はどうしてひいおばあちゃんをひいてしまったのか、信じられませんでした。その時の私は、ひいおばあちゃんが亡くなってしまったことの悲しみとひいた人へのうらみでとにかく頭がいっぱいだったのです。
　しかし、最近の私は、ひいてしまった人は、その後どのような人生を送っているのだろうと想像するようになりました。

　犯罪とは、罪を犯す行為、また法を犯した罪のことです。自らの意思で犯罪などを犯した訳ではなくても、犯罪者というレッテルをはられてしまうことがあります。ひいおばあちゃんをひいた人も、決して悪い人ではなかったはずです。でも、ほんの一瞬の出来事で加害者＝犯罪者になってしまったのです。その人は、会社や地域の中でずっと後ろめたい気持ちで過ごしていっただろうし、周りとの人間関係の中で白い目で見られたり、うわさが大きくなって差別を受けたかもしれない。家族にも迷惑をかけてしまったでしょう。もし、自分がその立場だったらと思うと、とてもつらくなります。その苦しさに耐えきれず自殺をしようとすら考えてしまうのではないでしょうか。
　では、人をひいてしまった人の人生は、この先ずっと立ち直ることができないのでしょうか。私は、加害者と周囲の人の両方の立場から人生の立ち直りについて考えてみました。どちらも「もしも～だったら」と考えることがとても大切だと思いました。

　まずは、加害者の側です。人の命をうばうということは、決して許されることではありません。命をうばったという事実をしっかりと受け止めてほしいです。話によると、ひいおばあちゃんをひいてしまった人の車には、助手も一人乗っていたそうです。ですが、二人ともひいおばあちゃんのことを確認することができずにひいてしまいました。運転手は常に命の危険と隣り合わせだという意識をもって、「もしも、人がいたら・・・」と考え、周りを見て安全確認をすることが大事だと思います。そして、周囲の人に受け入れてもらえるように誠実に生きていくことが大事だと思います。いつか、私も車を運転することになります。その時は、「もしも～」を考えることでどうなるかを想像し、交通事故を起こさないように気を付けたいです。

　次に、周囲の人の側です。「もしも、自分が加害者になったとしたら～」と考えることが大切だと思います。そうすれば、加害者をシャットアウトしてしまうということはなく、しっかりと受け入れる気持ちが生まれてくるはずです。誰か一人でも声をかけたり、話を聞いて励ましたりすることで、少しでもその人の人生を前向きにすることができるのではないでしょうか。心の立ち直りには時間がかかるかもしれませんが、その人をきちんとした生活に戻れるように周囲の人は心の支えになってほしいです。私もそんな人になりたいです。

　交通事故に限らず、さまざまな犯罪が多い中で、ちょっとした不注意や心の迷いで加害者の立場に立ってしまい、苦しんでいる人もいることでしょう。
　加害者の立場、被害者の立場で悲しんだりする人がいない支えあう社会をみんなで作っていきたいと思います。
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